
宇都宮市立豊郷南小学校 第４学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況
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★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

・文章を読んだり書いたりするときに主語と述語を捉えら
れるように指導し，定着を図る。既習内容の学習の復習
を取り入れながら，授業を行っていきたい。

・領域の正答率は，２７．１％で県，市の平均より，
低い。
●「指定された長さで文章を書くことができる」問題
は，３０．８％で，市の正答率を２１．２ポイント下回っ
ている。
●４つの条件を満たして「書くこと」の問題では，３
３．６％の児童が無回答である。

・領域の正答率は，７９．２％で県，市の平均より低
い。
〇「司会の役割を果たしながら話し合い，参加者の
発言を基に，考えをまとめることができる」問題は，
７４．８％で，市の正答率を３．９ポイント上回ってい
る。
●「相手に伝わるるように自分の考えを，理由を挙
げながら話すことができる」問題は，７４．８％で，市
の正答率を６ポイント下回っている。

・授業において意見を出す際には，自分の考えが相手に
伝わるよう理由を挙げて発言させるようにする。またその
際，自信をもって発言できるよう，発表の仕方の型を示し
ておく。

書くこと

今後の指導の重点

・領域の正答率は，８１．４％で県，市の平均と同程
度である。
〇「第３学年に配当されている漢字を正しく書くこと
ができる」問題は，９１．６％で，市の平均より１７ポ
イント上回っている。
●「文の中における主語と述語を捉えることができ
る」問題では，市の正答率を5.7ポイント下回ってい
る。

・領域の正答率は，５５．１％で，市の平均より低
い。
〇「叙述を基に文章の内容を捉えることができる」問
題は，54.2％で，市の正答率を３・７ポイント上回っ
ている。
●「情報と情報との関係について理解し，中心とな
る語や文を見付けて要約することができる」問題
は，３５．５％で，市の正答率を１１．６ポイント下回っ
ている。

・説明文の単元等で，中心となる語や文を見付けて，線を
引きながら読む練習を行い，段階を追って文章を読む力
を身に付けられるようにする。

話すこと・
聞くこと

読むこと

・わからない言葉があった際，教科にかかわらずすぐに国
語辞典をひくことのできる環境を整え，国語辞典の使い方
をより一層身に付けさせていく。
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・領域の正答率は，７２．０％と県，市の正答率と同
程度である。
○「国語辞典の使い方を理解し，使うことができる」
問題は７２％で市の正答率と同程度である。

・授業での振り返りや自分の考えを書く際には，ひな形を
提示し，指定された長さで文章を書く練習を行い，段階を
追って文章を書く力を身に付けられるようにする。
・すべての問題に解答できるように，時間配分を考えた問
題の取り組み方を指導していく。
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